
コラム
　より早くより遠く
HI-COOKING
   変わりゆく食品自給
PRODUCTS
　 リモートメンテナンスシステム

新
生
活
へ
の
課
題

　
今
年
も
新
入
社
員
が
入
社
し
て
き
ま
し
た
。
年
齢
や
国
籍
、
学
歴
、
職
歴
ま
で
様
々
な
人
々
が
集
い
、
入

社
式
も
色
鮮
や
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
人
口
が
本
格
的
な
減
少
傾
向
へ
向
か
う
中
、
人
口
が
半
分
に
な
る
と
全
て
の
活
動
を
半
分
に
す
れ

ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
投
資
し
た
資
産
を
即
座
に
半
分
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
人
手

不
足
も
重
な
り
、
自
然
と
廃
業
か
海
外
進
出
か
の
択
一
に
迫
ら
れ
ま
す
。

　
新
冷
戦
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
。
東
西
冷
戦
の
よ
う
な
軍
事
用
語
で
は
な
く
、
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
戦
争

だ
そ
う
で
す
。
国
の
垣
根
を
超
え
た
ま
さ
に
デ
ー
タ
の
争
奪
戦
で
す
。
学
生
の
頃
聴
い
て
い
た
英
語
の

F
E
N
ラ
ジ
オ
放
送
。
あ
れ
か
ら
日
本
は
英
語
放
送
と
い
う
面
で
は
あ
ま
り
進
歩
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
海
外
で
は
実
に
様
々
な
国
の
放
送
が
放
映
さ
れ
て
ま
す
。
デ
ー
タ
の
争
奪
戦
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
日
本
も

先
ず
は
Ｔ
Ｖ
放
送
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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１
〜
４
の
通
信
技
術

1
Ｇ
：
ア
ナ
ロ
グ
通
信
で
電
話
を
ワ

イ
ヤ
レ
ス
化
し
て
音
声
通
信
が
可
能
に

な
っ
た
。

2
Ｇ
：
無
線
通
信
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
に
な
り
、
携
帯
電
話
で
メ
ー

ル
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3
Ｇ
：
パ
ケ
ッ
ト
通
信
の
高
速
化
で

世
界
規
格
と
な
り
、
動
画
や
音
楽
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4
Ｇ
：
超
高
速
の
デ
ー
タ
通
信
に
音

声
を
載
せ
る
事
が
可
能
に
な
り
、

S
N
S
等
が
全
盛
に
な
っ
た
。

 

こ
の
様
に
人
々
の
生
活
は
通
信
方
式

と
速
度
の
変
化
で
急
激
に
変
化
し
た
。

5
Ｇ
の
大
き
な
特
徴

■
高
速
大
容
量

　

5
Ｇ
の
時
代
で
は
通
信
速
度
が
4

Ｇ
の
1
0
0
倍
程
度
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
で
言
え
ば
道
幅

が
1
0
m
か
ら
1
K
m
に
な
る
感
じ

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
2
時
間
の
映

画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
の
に
現
在
は

5
分
か
か
る
物
が
3
秒
で
出
来
る

イ
メ
ー
ジ
だ
。

■
低
遅
延

　
タ
イ
ム
ラ
グ
・
時
間
差
が
発
生
し
な

い
。
例
え
ば
様
々
な
場
所
で
演
奏
し
て

い
る
人
達
が
、
あ
た
か
も
一
堂
に
会
し

た
か
の
よ
う
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
組
め

る
事
に
な
る
。
移
動
し
て
い
る
救
急
車

の
中
や
遠
隔
地
の
診
療
所
で
の
遠
隔
手

術
や
診
療
が
可
能
に
な
る
。
自
動
運
転

で
も
高
い
安
全
性
が
保
て
る
。

■
多
接
続
性

　
同
時
に
接
続
出
来
る
端
末
は
、
従
来

は
1
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
に

約
6
万
台
の
端
末
を
接
続
出
来
た
が
、

こ
れ
が
1
0
0
万
台
と
な
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
家

庭
内
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
幾
ら
増
え
て
も

通
信
が
可
能
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も
快
適
な
デ
ー
タ

通
信
が
可
能
に
な
る
。

広
が
る
利
用
価
値

　
　
1
狭
い
空
間
で
の
利
用

　
特
に
狭
い
空
間
で
の
通
信
に
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
組
立
工
場
内
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
が
組
立
か
ら
梱
包
・
包
装
ま
で

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
独
立
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
ロ
ボ
ッ
ト
同
士
が
製
品
の
受
け
渡
し

を
行
う
よ
う
に
な
る
。

　
こ
こ
か
ら
見
え
る
未
来
像
は
、
製
造

工
場
は
人
件
費
の
安
い
場
所
に
あ
る
必

要
が
な
く
な
る
事
だ
。
フ
ル
自
動
化
の

多
品
種
少
量
生
産
が
可
能
と
な
る
の

で
、消
費
地
に
近
い
所
に
工
場
を
作
り
、

流
通
の
時
間
を
節
約
す
る
事
を
目
指
す

だ
ろ
う
。

　
　
2
遠
い
世
界
へ
の
展
開

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
も
マ
ル
チ
画
面
か

ら
放
映
さ
れ
る
映
像
が
同
時
性
を
持
つ

こ
と
で
、
同
時
に
数
方
向
化
か
ら
の
映

像
を
楽
し
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

審
判
も
よ
り
正
確
に
判
断
出
来
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
世
界
的
な
名
医
が
世
界
の
国
々
で
遠

隔
操
作
で
手
術
が
出
来
る
様
に
も
な

る
。
一
番
恐
ろ
し
い
こ
と
は
「
A
I

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
人
々
の
行
動
把
握
」
で
あ

り
、
誰
か
が
自
分
を
見
て
い
る
、
又
は

監
視
さ
れ
て
い
る
世
界
が
く
る
か
も
知

れ
な
い
。

世
界
基
準
に
遅
れ
を
取
る
ま
い

　

こ
の
5
G
技
術
の
最
先
端
を
行
く

の
が
中
国
の
「
フ
ァ
ー
ウ
エ
イ
」
だ
。

　

現
在
で
は
世
界
1
7
0
カ
国
の
国

や
地
域
の
通
信
技
術
に
携
わ
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
2
0
2
0
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
国
内
の
携
帯

電
話
各
社
が
動
き
始
め
て
い
る
。
ガ
ラ

ケ
ー
と
言
わ
れ
た
携
帯
電
話
の
開
発
で

世
界
的
に
後
れ
を
取
っ
た
日
本
が
再
び

光
を
浴
び
る
事
を
期
待
し
た
い
。

コラム
column 

http://www.hitachi-systems-ns.co.jp/column/125.html

よ
り
早
く
よ
り
遠
く

　
通
信
方
式
が
つ
い
に
5
Ｇ（
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ー
）＝
5
世
代
に

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

1G（第 1 世代）　　　　2G　　　　　　   3G　　　　　　　  4G　　　　　　　  5G

（アナログ）
2.4kbps〜
28.8bps

384kbps(CDMA2000)
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食
料
の
国
内
生
産
が
減
少
し
て
い
る
。

国
内
の
食
料
消
費
が
国
産
で
ど
の
程
度

賄
え
て
い
る
か
を
示
す
指
標
が
、
食
糧

自
給
率
だ
。
そ
の
切
り
口
に
よ
っ
て

色
々
な
自
給
率
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の

が
左
記
の
表
で
あ
る
。

 

日
本
の
国
土
の
特
徴
が

豊
か
な
供
給
を
担
っ
て
い
た

　
野
菜
は
路
地
野
菜
と
施
設
野
菜
に
大

き
く
分
類
さ
れ
る
。
稲
作
ほ
ど
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
出
来
な
い
野
菜
は
「
産
地
リ

レ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
需
要
供
給

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
き
た
。
南
北
に
長

く
幅
が
狭
い
国
土
で
は
、
路
地
野
菜
が

育
つ
時
期
に
は
か
な
り
の
幅
が
存
在
す

る
。
そ
の
為
に
生
産
地
リ
レ
ー
の
バ
ト

ン
は
日
本
の
南
か
ら
北
に
、
そ
し
て
同

時
に
標
高
が
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と

こ
ろ
へ
渡
さ
れ
て
い
く
。

　
つ
ま
り
、
気
候
が
温
暖
な
九
州
が
一
足

先
に
野
菜
栽
培
を
始
め
る
と
、そ
の
後
、

中
国
・
四
国
・
近
畿
・
中
部
・
関
東
・

北
陸
・
東
北
・
北
海
道
と
寒
冷
な
地
域

で
の
栽
培
が
順
に
始
ま
る
。
標
高
差
も

同
じ
原
理
で
下
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
、

上
に
引
き
継
が
れ
る
。
す
る
と
、
自
然

と
出
荷
時
期
も
同
じ
だ
け
ず
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
が
同
じ

時
期
に
出
荷
し
て
し
ま
う
と
い
う
「
供

給
過
剰
」
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る
。

路
地
か
ら
施
設
へ

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
通
常
の
路
地
野

菜
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
時
期
が
で

て
く
る
。
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
施
設

野
菜
だ
。
施
設
野
菜
も
基
本
的
に
は
産

地
間
リ
レ
ー
に
則
る
方
が
コ
ス
ト
は
低

く
抑
え
ら
れ
る
が
、
品
薄
に
な
る
時
期

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
狙
っ
て
出
荷
す
る

こ
と
で
、
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
事
に

も
な
る
。

海
外
か
ら
狙
わ
れ
る

産
地
リ
レ
ー
の
隙
間

　
し
か
し
日
本
で
は
、
温
暖
化
に
よ
り

季
節
変
動
と
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足

が
急
速
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
機

械
化
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
計
れ
な
い
野
菜

市
場
に
、海
外
か
ら
こ
の
産
地
間
リ
レ
ー

を
利
用
し
て
参
入
し
て
き
た
。
日
本
国

内
で
も
北
と
南
の
気
温
差
は
あ
る
が
、

世
界
規
模
で
見
れ
ば
、
さ
ら
に
寒
暖
差

が
広
が
る
。
そ
の
地
域
が
、
日
本
の
産

地
間
リ
レ
ー
を
研
究
し
、
自
国
に
あ
っ

た
時
期
を
狙
っ
て
栽
培
を
し
て
い
る
。
特

に
冷
凍
野
菜
か
ら
生
鮮
野
菜
で
の
輸
入

が
可
能
に
な
っ
た
事
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

海
外
の
冷
凍
食
品
専
門
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
が
都
心
部
を
中
心
に
店
舗
を
拡
大

し
始
め
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
販
路
を
広

げ
て
い
る
。
使
い
勝
手
が
良
い
と
な
る

と
あ
っ
と
い
う
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
立

す
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

食と科学
HI-COOKING

変
わ
り
ゆ
く

食
品
自
給

http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/011.html

■品目別自給率
各品目毎に重量ベースで算出している。
品目別自給率＝国内生産量 / 国内消費仕向量
例えば、小麦の場合は
国内生産量 90 万トン / 国内消費仕向量 660 万トン＝ 14％

■カロリーベース総合食糧自給率
重量を供給熱量に換算して合計した値で、
1 日 1 人当たりの供給熱量を表示している。
平成 29 年度　国産供給熱量
(924kcal)/ 供給熱量 (2,445kcal)=38％

■生産額ベース総合食料自給率
「農業物価統計」の農家庭先価格等に基づき､
重量を金額に換算した数字である。
平成 29 年度　食料の国内生産額
(10.8 兆円 )/ 国内消費仕向額 (16.6 兆円 )=65％

■飼料自給率
畜産業に仕向けられる飼料の内、国内で賄われているかを示す数字。
純国内産飼料生産量
(650 万 TDN トン )/ 飼料需要量 (2,460 万 TDN トン ) ＝ 26％

順位 野菜名 　　　輸入量 　　1 位を 100% とした割合
１位 玉ねぎ 　　27 万 9,021 トン 　　　　　　　　　　　100％
 2位 かぼちゃ 　　11 万 6,592 トン  　　　　　　　　　　　 42%
３位 にんじん・かぶ　         9 万 2,430 トン 　　　　　　　　　　　  33%
４位 ねぎ         5 万 5,418 トン  　　　　　　　　　　　 20%
５位 ごぼう         4 万 9,045 トン   　　　　　　　　　　　18％
６位 パプリカ 　　     5 万 488 トン  　　　　　　　　　　　 15%
７位 じゃがいも         2 万 8,595 トン   　　　　　　　　　　　10%
８位 ブロッコリー               2 万 6,009 トン 　　　　　　　　　　　　 9%
９位 キャベツ         2 万 3,739 トン  　　　　　　　　　　　   9%
10 位 にんにく            2 万 597 トン 　　　　　　　　　　　    7%

2016 年野菜輸入量ランキング 生鮮オクラ輸入量の推移 冷凍オクラ輸入量の推移
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資料 : 農林水産省「植物防疫統計」



本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ	 TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設	 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン	TEL  043（262）8466
静岡地区（株）SK システム	 TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　    TEL (+81) 76（293)8159
韓国アサヒ装設（株 ）                    TEL (+82)  31（695）7911
HI-COOK（Thailand）Co.,Ltd.       TEL (+66)  2（136）3180
Asahi Sosetsu(Thailand) Co.,Ltd.       TEL (+66) 2（136）7487

　事務所は福岡市の南に隣接する大野城市にあり、
九州自動車道太宰府インターチェンジ、JR、福岡空
港にも近く、交通のアクセスが非常に良好です。車
で 15 分ほど足を伸ばせば、年間に約 1000 万人の
参拝者が訪れる、学問の神様で有名な太宰府天満宮
があります。福岡営業所は少数精鋭の営業チームで、

九州・沖縄を主たる営業エリアとして毎日忙しくお
客様の所へ飛び回ってい
ます。オフィスは営業マ
ンが不在の時も多いです
が、和気あいあいとした
明るい雰囲気です。

第4回　福岡営業所（福岡県大野城市）

電気トラブルに強い味方が登場

HI-COOK 
リモートメンテナンスシステム（ＨＲＭＳ）

IoT や AI で機械は自動化が普及しています。
24 時間稼働が可能となりつつも、
日本では労働力不足で外国人技能実習生の活用や
海外生産も視野に入ってきました。
だからこそ、なお一層安全第一となり
各所に色々なセンサーを装備しています。　　　　　　

石川県からネットワーク回線を
利用して調理機器を診断＆調整します。

リモートメンテナンスシステム

→故障した時のトラブル箇所を特定。
→運転時の各種機器作動 data を収集し異常をチェック。
→シーケンス回路を修正して運転状況を改善。

問題発生

発生の前に

HI-COOKグループ　拠点紹介リレー


